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■ 令和7年度相模原市障害者自立支援協議会について

令和7年度 相模原市障害者自立支援協議会、本格始動開始です！
全体会議では、会長に田園調布学園大学教授の村井祐一氏、副会長には相模原市障害福祉事業
所協会会長の今井康雅氏が選任され、1期2年の初年度が始まっています。
  各部会・各区課題検討会では、各区グループスーパービジョンからあげられた地域課題の解決に
向けて、委員の皆さまによる活発な意見交換が行われています。
本号では、各部会・各区課題検討会の部会長をご紹介します☆

  皆さま、相模原市障害者自立支援協議会をどうぞよろしくお願いいたします。

令和7年度 第1号（１２．１）

■ 令和7年度体制図



引き続き人材育成部会を担当させていただきます田園調布学園大学障がい学生支援室

の海老沢です。
ここ数年人材育成部会では、相談支援事業を通じて障がい福祉に従事する職員の育成を
すすめてきました。今年度はシンポジウム形式の研修の実施と相談支援専門員のオープン
デスクの企画･実施を中心に活動をしています。
障がい福祉に関わる多くの方々が、現場の課題に直面し悩みながらも利用者さんの未来
のためにがんばっています。しかし、福祉を取り巻く現状は決して楽観できる状況ではあり
ません。より素晴らしい福祉社会の実現のために、私たち福祉従事者は日常業務で感じた
事や考えた事をそれぞれの学びに結びつけ、同時に豊かな人間形成につなげていける事が
求められています。
様々なコミュニティーの発展によって人同士のつながりが希薄になりつつある現代です。
そういった時代だからこそ、福祉実践の豊かな価値を多くの仲間たちと共有したいと考え
ています。よろしくお願いします。

人材育成部会 海老沢祐次 部会長

相談支援専門員オープンデスク 大盛況でした

虐待防止部会 西村三郎 部会長

相模原福祉オンブズマンネットワークの運営委員長としてこの部会に参画している、社会
福祉法人風の谷やまびこ工房の西村三郎です。
今期部会長を拝命いたしました。この部会では第2期「共にささえあい生きる社会さがみ
はら障害者プラン」に基づき、「虐待ゼロ」を目指して活動しています。
しかしながら、障害福祉サービスが契約関係に基づく制度となり、「本人中心」の理念が広く
謳われるようになった現在においても、現場ではなお実践との乖離が見られ、「権利侵害」
や「虐待」に関する課題は尽きません。それでも私たちは、誰もが尊厳をもって共に生きる社
会の実現を目指し、「市民向け障害理解啓発活動」と「出張型障害者グループホーム虐待防
止研修」を2つの柱に活動を展開してまいります。
目標は「虐待ゼロ」ですが、目的は「共にささえあい生きる社会」を築くことになります。決
してなだらかな道のりではありませんが、皆さまと共に一歩ずつ着実に歩みを進めてまいり
ます。

部会員による出張型虐待防止研修の様子です☆



緑区課題検討会 中谷正代 区会長

緑区の課題検討会では、緑区ならではの地域特性を活かしながら、瞬発力と自発性を
武器に、一致団結して、活動しています。
これまで継続してきた、「教育と福祉」のテーマは、年１回教育関係者と意見交換会を
行い、顔の見える関係作りから始め、しっかりと地域に根差し、途切れない支援関係を
作っていこうと、3年目に入りました。さらに３年先を見据えて形あるものにしていこう
と取り組んでいます。また、今年度から取り組む二つ目のテーマは、「高齢と福祉」で、緑
区らしい取り組みを考えています。 緑区の課題となっている、交通の問題や社会資源
の少なさを、既存の資源を活かしながら情報をどう多くの方に届けていくか、どう高齢
との関係性を築き、協働していく事ができるかを、考えていきたいと思っています。
メンバ―それぞれの個性・経験・知識・情報を持ち寄って、なんだか、ちょっと楽しくて、
ちょっとわくわくしながら、和気あいあいと、ワーキングも含めて１～２か月に１回集
まって、活動しています。

中央区課題検討会 井上真吾 区会長

本年度より、中央区課題検討会の区会長を務めることとなりました、相模原市社会福祉協

議会の井上真吾です。市社協に入職して約15年が経ちました。これまで、ふれあいサービスや
ボランティアセンター、小中学校における福祉教育などを担当し、昨年からはCSW（コミュニ
ティソーシャルワーカー）として勤務しています。
中央区課題検討会では、「児／者」「障害／高齢」といったように、年齢や属性によって支援が
分断されてしまう課題を受け止め、「ライフステージごとの福祉サービス利用に関する事例集」
の作成に向け取り組んでいます。
包括的支援体制の重要性が叫ばれる中で、「連携」をただの言葉で終わらせることなく、実際
のアクションにつながるものにし、また、これから福祉職を志す若い世代にとって、ひとつの道
標となるような成果を残せるよう、委員の皆さんとの対話を重ねながら取り組んでまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

「介護保険との連携」などをテーマに「事例集」としてまとめました



南区課題検討会の区会長を拝命いたしました就労継続支援B型事業所ブレンドの鈴木

恒介です。私は主に精神障がい者の作業所で現場一筋20年というキャリアです。障害福祉
全体のことや、相模原市のことについてまだまだ視点が狭いところが否めないのですが、
一緒に活動してくださる南区課題検討会の皆様が児童、高齢、若者、社協、行政と様々な
分野の方たちなのでとても頼りにしています。それぞれの豊かな発想から生まれる議論が
いつも楽しく、学びと発見ばかりです。
現在「ムリなら休んでいいボランティア」という新しいツールの活用について検討中です。
一歩外に出られず社会資源に繋がりにくい方に届けられるか？有効に活用してもらえるの
か？何か既存の仕組みと上手に交わっていくためには？などなど未来にむけて前向きに
話し合っています。他にも南区特有の地域課題、地域特性についても改めて確認中です。
どうぞよろしくお願いいたします。

南区課題検討会 鈴木恒介 区会長

発行： 相模原市障害者自立支援協議会事務局
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皆さま、いかがでしたでしょうか。ご紹介しました皆さまは、熱意あふれるソーシャルワーカーば
かりです。今後も協議会の活動を積極的にお知らせしていきます。
相模原市社会福祉事業団 自立支援協議会ホームページインスタグラム等と通じて、日々の活動
を更新しています。
是非、フォローしてチェックしてみてください

■ 事務局より

相模原市社会福祉事業団 トップページより

事業団ホームページをリニューアルして
トップページから見られるようになりました！
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